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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沖
海
賊
対
処
「
新
活
動
拠
点
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
現
在
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
い
て
海
賊
行
為
へ
の
対
処
を
航
空
機
に
よ
り
行
う
た
め
ジ

ブ
チ
を
拠
点
と
す
る
部
隊
（
以
下
「
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
」
と
い
う
。
）
が
単
独
で
使
用
で
き
る
活
動
拠
点
（
以
下

「
活
動
拠
点
」
と
い
う
。
）
を
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
北
西
地
区
に
お
い
て
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

活
動
拠
点
の
整
備
の
た
め
の
経
費
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
い
て
約
三
十
四
・
七
億
円
を
、

平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
約
六
・
六
億
円
を
計
上
し
、
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
予
備
費
に
お
い
て
約
五
・
七

億
円
を
措
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
額
は
約
四
十
七
億
円
で
あ
る
。

活
動
拠
点
に
つ
い
て
は
、
約
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
、
隊
員
等
が
居
住
す
る
宿
舎
（
七
棟
、
収
容
人
数
約
二
百
八

十
名
、
延
べ
面
積
約
五
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
整
備
格
納
庫
（
一
棟
、
収
容
機
数
一
機
、
延
べ
面
積
約
二
千
七
百
平
方

メ
ー
ト
ル
）
、
食
堂
等
の
厚
生
施
設
（
二
棟
、
延
べ
面
積
約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
隊
員
が
業
務
を
行
う
事
務
所
（
二
棟
、

延
べ
面
積
約
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
及
び
電
源
室
等
の
そ
の
他
の
関
連
施
設
（
十
二
棟
、
延
べ
面
積
約
二
千
四
百
平
方
メ

ー
ト
ル
）
を
、
プ
レ
ハ
ブ
構
造
一
階
建
て
（
電
源
室
の
み
二
階
建
て
、
一
部
は
鉄
骨
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
構
造
）

一



で
整
備
し
、
そ
の
ほ
か
駐
機
場
（
収
容
機
数
三
機
）
も
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
活
動
拠
点
の
完
成
時
期
は
平
成
二
十
三
年
三
月
末
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
施
設
運
営
等
に
必
要
な
人

員
約
三
十
名
を
増
員
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

活
動
拠
点
の
整
備
の
た
め
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
北
西
地
区
の
約
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
五

月
八
日
、
日
本
国
自
衛
隊
と
ジ
ブ
チ
共
和
国
外
務
・
国
際
協
力
省
と
の
間
で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。

な
お
、
賃
貸
料
の
額
を
含
む
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
お

け
る
日
本
国
の
自
衛
隊
等
の
地
位
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ジ
ブ
チ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
」
（
平
成
二
十
一
年

外
務
省
告
示
第
二
百
二
十
三
号
）
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
日
本
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
の
領
域
内

に
お
い
て
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
と
協
力
し
て
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
刑
事
裁

判
権
・
・
・
を
す
べ
て
の
要
員
に
つ
い
て
行
使
す
る
権
利
を
有
す
る
」
等
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

二



四
に
つ
い
て

現
在
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
は
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
に
隣
接
す
る
在
ジ
ブ
チ
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
レ
モ
ニ
エ
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
ま
た
Ｐ－

三
Ｃ
哨
戒
機
に
つ
い
て
は
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
北
西
地
区
内
に
お
い
て
、
空
港
管
理
会

社
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
社
が
管
理
す
る
駐
機
場
を
使
用
し
て
い
る
。

当
該
米
軍
キ
ャ
ン
プ
内
の
事
務
所
施
設
の
使
用
等
に
伴
い
、
米
軍
に
対
し
、
平
成
二
十
二
年
七
月
末
ま
で
に
約
四
百
九
十

二
万
七
千
米
ド
ル
を
支
払
い
、
ま
た
当
該
Ｐ－

三
Ｃ
哨
戒
機
の
駐
機
料
と
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
社
に
対
し
、
平
成
二
十

二
年
九
月
末
ま
で
に
約
十
八
万
六
千
米
ド
ル
を
支
払
っ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

現
在
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
拠
点
と
し
て
海
賊
対
処
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
と
し
て
は
、

我
が
国
の
ほ
か
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ペ
イ
ン
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
新
た
な
活
動
拠
点
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
は
、
ジ
ブ
チ
国
際
空
港
に
隣
接
す
る
在
ジ
ブ
チ
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・

レ
モ
ニ
エ
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
同
空
港
に
隣
接
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
基
地
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三



六
に
つ
い
て

活
動
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
が
在
ジ
ブ
チ
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
レ
モ
ニ
エ
を
活
動
の
拠
点

と
す
る
こ
と
は
、
ジ
ブ
チ
政
府
か
ら
当
面
の
措
置
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
部
隊
運
用

の
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
上
で
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
に
閣
議
決
定
し
た
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補

正
予
算
に
お
い
て
必
要
な
経
費
の
一
部
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
補
正
予
算
の
成
立
後
の
同
年
七
月
以
降
に
、
防
衛

省
は
活
動
拠
点
移
転
に
関
す
る
詳
細
な
現
地
調
査
・
調
整
を
実
施
す
る
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
、
運
用
上
必
要
な
土
地
の
面

積
や
利
便
性
、
整
備
費
用
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
随
時
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
対
策
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
対
し
、
予
算
の
説
明
の
過

程
に
お
い
て
説
明
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
活
動
拠
点
の
整
備
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
も
、
求
め
に
応
じ
適
宜
説
明
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
既
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
部
隊
の
活
動

が
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
海
域
に
お
け
る
海
賊
行
為
の
発
生
状
況
、
海
上
保
安
庁

四



の
対
応
能
力
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
政
府
に
お
い
て
適
切
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

五


